
『大正女官、宮中語り』 

山口 幸洋 著 河西 秀哉 監修 

創元社（289－バンド） 

 大正天皇の最側近としてお仕

えしていた 椿 局
つばきのつぼね

こと、坂東
ば ん ど う

登
と

女子
め こ

が知られざるお上の素顔を

語ります。 

 女官が使う御所言葉を重視し、

聞き取りの内容をそのまま収録

しているため、独特の世界観を

楽しめる一冊になっています。 

 

 

                        

『家族が「うつ」になって、 

不安なときに読む本』 

下園 壮太・前田 理香 著 

日本実業出版社（４９３－シモゾ） 

うつ病ってどんな病気？ どう

接したら良いの？ 本書ではうつ

病のメカニズムから症状、サポー

ト法まで実例を交えながら、わか

りやすく説明します。正しい知識

を身につけて、無理なくうつ病に

対処していきましょう。 

 

『人間みたいに生きている』 

佐原 ひかり 著 

朝日新聞出版（Ｆ－サハラ） 

食事に気持ち悪さを感じてい

る高校生の唯。家族や友人に打

ち明けられず、食べては吐くこと

を繰り返していた。そんな中、街

に住む吸血鬼の噂を耳にする。

自分と同じ食事をしない存在に

興味を惹かれ、半信半疑でその

館を訪ねるが…。 
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『炊き込みごはん』 

荒木 典子 著 

成美堂出版（５９６－アラキ） 

水分量・味付け・具材の量。そ

の三要素を大事にすれば、誰で

も美味しい炊き込みご飯が作れ

ます。秋はさつまいも、冬は牡蠣

など、四季の具材を使ったものか

ら缶詰を使ったお手軽なものま

で、７０レシピを紹介します。 

『ちょっと気になる子育ての困りごと解決ブック！』 

加藤 紀子 著／大和書房（３７９－カトウ） 

「みんなと同じ」ができない、すぐ泣く、集中力がない…。子育ての困りごとを「学

校生活」、「家庭」、「コミュニケーション」など５つの章に分類。親と子それぞれの視

点から問題点を解説し、子育てがラクになる方法を提案します。 

毎月２４日はふくしま読書の日です。本に親しみましょう！ 

～読書補助グッズ～ 

印は休館日 

～朗読会「ことのはの時間
と き

」を開催します～ 

図書館職員による、大人のための朗読会です。 
 

日時 令和４年１２月１０日（土）午後２時３０分～３時 

場所 コラッセふくしま３階 ３０２会議室 

定員 １５名（先着順）※事前申し込み・参加費は不要です 

＊当日はマスクの着用をお願いいたします 

＊新型コロナ感染症の状況により中止となる場合があります 

 

窓口でご用意しております。必要な際は職員にお申し付けください。 

館内でのみご利用いただけます。貸出は行っていません。 

また、数に限りがございますので、譲り合ってのご利用をお願いいたします。 

 

 

 

○老眼鏡…弱度・中度・強度の 3種類ご用意があります。 

 

○ルーペ…遠くと近くの 2つの焦点がある二重焦点レンズになっています。 

 

○リーディングトラッカー…前後の行を隠して、読みたい行だけ見ることができます。 

 

○リーディングルーラー…紙の反射を軽減して疲れ目を緩和します。 

西口ライブラリーには読書を手助けするための様々なグッズがあります。 

１１月２３日（水・祝）西口ライブラリー臨時休館 



『きょうだい型人間学』 

磯崎 三喜年 著 

河出書房新社（141－イソザ） 

一番っ子は真面目、間っ子

は変わり者、末っ子は甘え上

手、ひとりっ子はわがまま。同じ

家族でも性格が異なる理由

は、きょうだい型にあり?! 

出生順による心理について

の研究に基づき、それぞれの特

徴や人間関係における相性ま

で明かします。 

 

 

図解まるわかりデータサイエンスのしくみ 

増井 敏克 著／翔泳社（００７－マスイ） 

死んでいる私と、私みたいな人たちの声 

大前 粟生 著／河出書房新社（F－オオマ） 

考証鎌倉殿をめぐる人びと 

坂井 孝一 著／NHK出版（210.4－サカイ） 

見習医ワトソンの追究 

鏑木 蓮 著／講談社（Fーカブラ） 

教えて南部先生!18歳成人Q&A 

南部 義典 著／シーアンドアール研究所（３２4－ナンブ） 

ロスト・ドッグ 

酒本 歩 著／光文社（Ｆ－サカモ） 

化石の復元、承ります。 

木村 由莉 監修／ブックマン社（457－カセキ） 

ヘルンとセツ 

田渕 久美子 著／NHK出版（Ｆ－タブチ） 

名医が教える高血圧の治し方 

富野 康日己 著／法研（493－トミノ） 

晴明変生 

森谷 明子 著／角川春樹事務所（Ｆ－モリヤ） 

発酵パワーで元気になるみそレシピ 

大瀬 由生子 著／春陽堂書店（596－オオセ） 

わが植物愛の記 

牧野 富太郎 著／河出書房新社（P470－マキノ） 

図解でよくわかる品種･育種のきほん 

西尾 剛 著／誠文堂新光社（615－ニシオ） 

戦端 

上田 秀人 著／講談社（P F－ウエダ） 

いぬ 

ショーン・タン 著 岸本 佐知子 訳／河出書房新社（726－タンシ） 

遺産相続を放棄します 

木元 哉多 著／KADOKAWA（P F－キモト） 

やさしく学べるフルートの吹き方 

町井 亜衣 編著／自由現代社（763－マチイ） 

かどわかし 

芝村 凉也 著／双葉社（P F－シバム） 

私の文学史 

町田 康 著／NHK出版（910.2－マチダ） 

覇王の譜 

橋本 長道 著／新潮社（P F－ハシモ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示★名作案内 
西口ライブラリーに新しく入った本を一部紹介します。 ライブラリアンの 

『日本史兄弟対決』 

  後藤 寿一 著 

柏書房（２８１－ゴトウ） 

「対決」と一口に言っても、そ

の理由は様々です。王位継承

などの権力争いもあれば、家の

存続のため親に敵対を強いら

れた場合もあります。 

本書では古代から近世に至

るまで、歴史を動かしてきた兄

弟の対決を１５話紹介します。 

『沈没家族』 

加納 土 著 

筑摩書房（７７８－カノウ） 

数組の母子と数人の若者たち

がアパートを借り住人みんなで

保育をする「沈没家族」。八歳ま

で沈没家族で育てられた著者

が、大人になり当時の共同保育

者たちを訪ねます。家族のあり

方を考える一冊です。 

文学の新人賞として、直木賞と共に昭和１０年に創設された芥川賞。今までに安部公房

や田辺聖子などそうそうたる面々が受賞してきました。 

記念すべき第１回、太宰治は選考作品に選ばれつつも落選してしまいます。太宰は選考

委員の川端康成に対して抗議ともとれる文章を発表し、川端はこれに「妄想である」と反

論しました。該当者のいなかった第２回を経て第３回の審査中、太宰は選考委員の川端と

佐藤春夫に受賞を請願する書簡を送ります。しかしその熱意も空しく、彼が選ばれること

はありませんでした。太宰が渇望した芥川賞…次回はどの作品が受賞するのでしょう？ 
     

参考文献：『芥川賞・直木賞１５０回全記録』文藝春秋 （９１０．２-アクタ） 

『川端康成』羽鳥 徹哉 監修／平凡社 （９１０．２-カワバ） 

 

芥 
『ブルーインク・ストーリー』 

安西 カオリ 著  

    新潮社（９１４・６－アンザ）  

こだわりの特製カレーを振る

舞い、恥ずかしいからと隠れてス

ノードームを買う、そんな父だっ

た。２０１４年にこの世を去ったイ

ラストレーター、安西水丸。エッ

セイストである長女が、父が愛し

た品々と共に家族の記憶を辿り

ます。 

 

 

『犬
きみ

がいるから』 

村井 理子 著  亜紀書房（６４５－ムライ） 

夫と双子の息子たちと暮らす著者の家に、新たな家族が加わった。黒いラブラ

ドール・レトリバーのハリーだ。パワフルで食いしんぼうな大型犬は、家を破壊し

ながらもすくすく育ち…。時に悩みながらも愛に溢れるハリーとの日々を綴る。 

亡き父が描

いた青イン

クのイラス

トを添えて。 

 

“イケワン”ハリーにみんな夢中！ 

あなたの全

てを見抜き

ます。 

三階建てのアパ

ートを借り切っ

て、生活してい

ました。 

川 

ちょっと争

いすぎでは

…！？ 

賞

ー 

家族 ～かけがえのない私たちのカタチ～ 


